
受
付
だ
よ
り

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
空
気
が
緩
み
陽
ざ
し
に
暖
か

さ
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
冬
は
終
わ
り
い
よ
い
よ

春
が
訪
れ
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
の
体
調
不
良
に
気
を
付

け
て
楽
し
く
春
を
迎
え
た
い
で
す
ね
。

２
０
２
６
年
「
ハ
ロ
ー
ア
ル
ソ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
医
療
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
は
今
回
も
無
事
に
現
地
活
動
を
終
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
毎
年
２
月
の
４
日
間
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

マ
ニ
ラ
近
郊
の
ス
ラ
ム
を
対
象
に
無
償
の
歯
科
治
療
と
支
援

物
資
の
配
布
を
主
な
現
地
で
の
活
動
と
し
、
み
な
さ
ん
に
は

長
年
に
亘
り
募
金
や
支
援
物
資
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
次
回
の
活
動
に
向
け
て
準

備
が
始
ま
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
頂
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
み
な
さ
ん
、
３
月
は
ス
ギ
花
粉
が
本
格
的
に
飛
び
辛

い
時
期
を
過
ご
し
て
い
る
方
々
の
な
ん
と
多
い
事
で
し
ょ
う
。

お
よ
そ
二
人
に
一
人
が
花
粉
症
と
い
う
国
民
病
。
春
の
訪
れ

に
先
駆
け
て
杉
の
木
の
周
り
を
漂
う
モ
ヤ
の
よ
う
な
花
粉
の

姿
に
震
え
上
が
り
、
暖
か
く
な
る
前
の
試
練
の
時
期
に
も
う

ウ
ン
ザ
リ
。
対
処
法
で
乗
り
切
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思

い
ま
す
が
早
め
の
対
処
で
お
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。

鼻
が
詰
ま
る
と
口
が
開
く
事
に
繋
が
り
ま
す
。
慢
性
的
な

開
口
は
口
腔
内
の
環
境
を
増
悪
さ
せ
ま
す
。
毎
日
の
ハ
ミ
ガ

キ
を
し
っ
か
り
行
い
む
し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ブ
ラ
シ
は
当
院
お
ス
ス
メ
の
「
プ
ロ
ス
ペ
ッ
ク
・
コ
ン
パ

ク
ト
ス
リ
ム
」
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
柔
ら
か
な
毛
先
と
毛

束
の
多
い
仕
様
で
や
さ
し
く
か
つ
し
っ
か
り
磨
け
る
ハ
ブ
ラ

シ
で
す
。
定
期
的
な
歯
科
検
診
も
併
せ
て
、
健
や
か
な
口
腔

環
境
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

 
 (

歯
科
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ

菊
地 

正
子)

皆
さ
ん
は
、
「フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
を

ご
存
じ
で
す
か
？
最
近
Ｃ
Ｍ
で
も
目
の
機

能
に
関
す
る
〈ア
イ
フ
レ
イ
ル
〉や
聴
覚
に

関
す
る
〈ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
〉を
目
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「フ
レ
イ
ル
」

と
は
、
簡
単
に
言
う
と
「加
齢
に
よ
り
心

身
が
老
い
衰
え
た
状
態
」
の
こ
と
で
す
。
た

だ
し
フ
レ
イ
ル
は
病
気
で
は
な
く
早
く
介

入
し
て
対
策
を
行
え
ば
元
の
健
常
な
状

態
に
戻
る
可
能
性
に
あ
る
状
態
で
す
。

当
然
お
口
の
機
能
に
関
し
て
も
フ
レ
イ

ル
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
」で
す
。
「オ
ー
ラ
ル
（口
腔
）」と
「フ

レ
イ
ル
（虚
弱
）」と
い
う
２
つ
の
言
葉
を

掛
け
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
加
齢
に
よ
っ
て

噛
む
、
飲
み
込
む
、
話
す
と
い
っ
た
口
腔

機
能
が
衰
え
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
自

身
の
歯
の
本
数
の
減
少
や
、
食
べ
る
こ
と

に
関
す
る
様
々
な
機
能
の
些
細
な
衰
え

（食
事
中
に
む
せ
る
、
固
い
も
の
が
噛
め

な
い
、
口
の
中
が
乾
く
な
ど
）が
積
み
重

な
る
こ
と
で 

、
歯
周
病
や
む
し
歯
な
ど
、

さ
ら
に
は
心
身
の
機
能
の
低
下
に
も
つ
な

が
る
危
険
性
が
高
い
状
態
で
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
放
置
し
て
し
ま

う
と
、
咀
嚼
（そ
し
ゃ
く
）や
嚥
下
（え
ん

げ
：
食
べ
物
や
飲
み
物
を
飲
み
込
む

こ
と
）、
唾
液
の
分
泌
な
ど
、
口
の
中
の
機

能
が
複
合
的
に
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
を
「口
腔
機
能
低
下
症
」
と
言
い
ま

す
。
咬
む
力
は
４
０
代
か
ら
衰
え
始
め
る

と
言
わ
れ
、
中
年
期
か
ら
の
診
断
と
管

理
が
重
要
で
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
く
ら

い
の
人
が
「口
腔
機
能
低
下
症
」な
の
で

し
ょ
う
？
５
０
代
で
は
４
８
％
、
６
０
代

は
６
０
％
以
上
が
口
腔
機
能
低
下
症
に

該
当
し
て
い
る
と
い
う
調
査
報
告
が
あ
り

ま
す
。

当
院
で
は
、
こ
の
「口
腔
機
能
」に
関
す

る
検
査
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
対

象
は
、
５
０
歳
以
上
で
す
が
、
保
険
適
応

で
３
０
分
ほ
ど
で
す
。
ご
自
身
の
状
態
を

理
解
し
早
め
の
対
策
を
行
う
こ
と
で
「
美

味
し
く
食
べ
る
」「楽
し
く
話
す
」「健
康

寿
命
を
延
ば
す
」に
繋
が
り
ま
す
の
で
、

一
度
検
査
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
致
し

ま
す
。

「
知
っ
て
ほ
し
い
口
腔
機
能
低
下
症
の
検
査
」

会
社
名
や
サ
ー
ク
ル
、
個
人
名
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
な
ど
、
ど
ん
な
名
称
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
３
０
０
０
円
の

協
賛
を
し
て
下
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
尚
、
協
賛
金
は
全
額
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

令和 ８年３月１日 発行 第２１７号
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令和 ８年３月１日 発行 第２１7号
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～

歯

の

学

校
オーラルフレイルチェックリスト （歯

科
衛
生
士

黒
川

淳
子
）



日本では歯周病の罹患率が非常に高く、４０歳以

上の約８０％が歯周病を抱えているのが現状です。歯

周病は、歯を支える歯茎や骨などの周囲組織が炎症

を起こし、進行すると歯を失う可能性がある疾患です。

主な原因は歯垢（プラーク）で、これが歯と歯茎の間

に溜まり適切に除去されないと硬化して歯石となり、炎

症を引き起こして歯周組織にダメージを与えます。歯周

病は、お口の中だけの病気ではなく、糖尿病や心臓病、

脳卒中などの全身疾患と関連があり、歯周病対策は

全身の健康管理にも直結しています。

実は、女性ホルモンである「エストロゲン」と「プロゲステ

ロン」が、歯茎や歯周組織に与える影響が大きいとされ

ています。それは、思春期にはホルモンの分泌が増加し

て歯茎が腫れやすく、それにより歯垢が付着しやすくな

ることで歯周病リスクが高まります。また、月経周期や

妊娠期にも、ホルモンの変動により歯茎の炎症や出血

が起こりやすくなります。特に妊娠中は「妊娠性歯肉

炎」が発症しやすく、これを放置すると早産や低体重児

出産のリスクも高まります。そして更年期には、エストロ

ゲンが減少することで、骨密度の低下や唾液の分泌量

の減少により歯周病が進行しやすくなることが分っていま

す。

歯周病を効果的に予防するためには、定期的な歯

科検診、クリーニングを行い、正しいブラッシング習慣と

デンタルフロスや歯間ブラシの使用、バランスの取れた食

生活、禁煙、ストレス管理、そして口腔ケアに関する知

識の習得が不可欠です。これらの習慣を実践することで、

歯周病の予防と口腔の健康維持が可能になります。

女性はライフステージに応じてホルモンの影響を受けや

すい為、特に妊娠中や更年期には歯科医師、そして私

達歯科衛生士と相談しながら適切に予防策を取ること

も重要です。

適切な歯とお口のケアを通じて、生涯にわたる健康

的な生活を実現しましょう。

『女性特有の歯周病リスク、予防で生涯健康へ！』

「歯が抜ける夢」
皆さんはどんな夢を見ますか？仕事等で体が

疲れている日は、嫌な夢を見るという方もいる
のでなないでしょうか。その夢の一つで「歯が
抜ける」夢を見た経験はありますか？
歯が抜ける夢は、生命力や自信の低下、環境

の変化、ストレスなどの心身の不調や生活基盤
の揺らぎ、大きな変化の前触れなどを示す警告
の夢とされています。
歯が抜ける夢を見る最も一般的な原因として、

精神的なストレスや強い不安が挙げられます。
これは、「これ以上無理をしないで」という自
分自身の心と体からのサインということでもあ
ります。自覚している以上にストレスが溜まっ
ている可能性があるため、休息が必要だと教え
てくれているのです。
そんな時のお口の中はもしかしたら歯肉が腫

れていたり、放置している虫歯が疼き出したり
しているかもしれません。体に疲労が溜まって
いる方、寝不足が続いている方、毎日ストレス

を感じている方は口の中でトラブルが起きても
不思議ではありません。
定期的なクリーニングをされている患者さん

の中には、色々な話しをしてお口も心もスッキ
リしてお帰りになる方もいます。小さなことで
も人に話すことでストレスは解消するものです。
十分な休息と歯のクリーニングを是非お勧めし
ます。

楽しい歯話♪

歯っとして…Ｑ！

令和 ８年３月１日 発行 第２17号

（歯科衛生士 菊地久美子）

（歯科衛生士 藤田友希子）

女性のライフステージとお口の環境変化



「咬合力」

パワフル衛生士のわ・歯・歯教室

私達人間の咬む力、 咬合力はどれくらいか
ご存知ですか？人間の咬合力は思いっきり噛み
締めた時で約７０kgといわれています。食事
を摂るときは、男性で約６０kg、女性で約４
０kgあります。しかし夜間の無意識での食い
しばりは顎骨におよそ５００ｋｇの力がかかり、
歯１本単位では約２５０kgの荷重がかかりま
す。では、動物はどうでしょうか。
陸上生物の中で最も咬合力が高いと言われて

いるのはワニです。中でもイリエワニが最強の
咬合力を持つと言われており、約３トンもあり
ます。人間の約４３倍ですね。爬虫類の中で最
も大きく全長７ｍ、体重１．２トンにも及びま
す。しかし逆に口を開く力はとても弱くテープ
を２〜 ３周巻くだけで全く口を開くことがで
きなくなってしまいます。
陸上生物で最も高い咬合力を持つ生物はカバ

と言われており、約７４５ｋｇ。ジャガーが６
２０ｋｇとそれに続きます。私達に身近な犬も
１００～２００ｋｇもあります。骨や甲羅を砕

く必要があるハイエナ、カバ、ジャガーなどの
動物は、高い咬合力を持っています。動物は歯
を武器にしているだけあって咬合力はとても強
いですね。
他の動物に比べるとやや劣って見える人間の

咬合力ですが、それでも食いしばりの時には相
当量の咬合力が加わります。食いしばり等が気
になる方は是非ご相談下さい。

令和 ８年３月１日 発行 第２17号

◓χὲῴⱦΜμ˂ς˔η˂

「腸活」

決算や年度の切り替えが重なる３月、何かと忙しく
なる時期です。当院も、先月行われた「フィリピン医
療ボランティア」の現地活動報告書作成（院長先
生）、スタッフによる毎年恒例、手作りの壁新聞作り
に大忙しの3月です。まずは、フィリピン現地で４日間
の活動を終え、無事に帰国した団長の院長先生、
事務長の渡辺、13回目の参加となった衛生士の北
島、3回目の参加の助手の藤田、本当にお疲れ様
でした！実際に、毎年現地でハードなスケジュール
をこなしている事に、尊敬と感謝の気持ちを持ちな
がら、私たちは壁新聞作りに励んでいます！もうしば
らくお待ちください。
冒頭でも書きましたが、3月はバタバタと忙しくなり
ます。職場であったり、学校など環境の変化への準
備、季節の変り目で昼夜の気温差が大きくなるのも
この時期で、体調管理が難しいです。少し前まで息
子の学校ではインフルエンザが爆発的に流行ってい
たので、神経がピリピリしていましたが、まずは「腸活」
と思い、毎日ヨーグルト、とりわけ「R-1」信者になりま
した・・・。
腸内環境の改善には、R-１の他、昔から知られて

いる明治ブルガリアヨーグルトに含まれている「LB81
乳酸菌」を１日100ｇ以上摂取することで、かなりの
効果があると科学的に証明されています。腸内細菌
がどのように働くかによって、私たちの体や肌の調子
も大きく変動します。忙しいこの時期、毎日腸活をし
て元気に春を迎えたいものです

(ⱦᴬ ︣ ◓)

（歯科衛生士 北島 紗希）



プリンセスの歯ロー フィリピン
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『生！息！歯っぴーブレス』

「鼻呼吸の大切さ」

ǜȚǶƲ ǔǭǋǖʣǮ ȉ ǱǚǯǶ
̲ǧǯדǋȅǠǒ

Ǒ ȋβ∆Ʋ˿˗ǱǰƲ ǏʣǙǦȐǔȑǓǉ
ȑȅǢȚǓƲ șȉǪǯ ǖǞǭƲ ѝϼǵ
Ƽ ƽș ǠȒʣǮ Ǳǚǯǯᵂǋ ǜȓ
ǦȐƲǑǤȐǖȂǯȚǰǵ ǶƼᴀטƽǯ Ǐ
ȒǯǮǞȎǍƳὕ Ʋ˲ǶƼ̲ȉ ȀǱǖǭȉ 

 ǔȐȓȒƳƽƼ ș ȅǱǖǭȉ 
 ǔȐȓȒƳƽǮȉƲƼᴀטǓǮǔǱǒǪ

ǦȐ ѝ Ǯ ǲǱȒƳƽǚȓȂǰᴀטǶ˲
ǵ ǲǯǪǭẎўǱȉǵǱǵǮǠƳ

ǚǵȱɶɈɶǮ̲↓ȉ ȀǭǋȒȏǍǲƲᴀ
˿ǵט ǶƼ ᴀטƽǯƼ֥ᴀטƽǵ ǫǲẎ
ѩǮǔȅǠƳǤǚǮȅǡǶ ǜȚȋǑἧǜȚǓ
Ʋ ǯ֥ǵǰǨȐǮ ǲᴀטșǞǭǋ

Ȓǵǒ ǞǭȆȅǞȎǍƳὄ Ʋ͈ǏǷɄ
ɪɑș ǭǋȒǯǔȋƲɨɧɁȭȷǞǭ ș
ȚǮǋȒǯǔǵȏǍǱ ǵ ǲǑ֥Ǔɛȩɱ
ǯ ǋǭǋȒḹֻǶƲ ₡ Ǯ֥ᴀטșǞǭ
ǋȒȳȢɱǮǠƳȅǦƲ ˗ǵ ǲ֥ș ǋǭ
ȀǭǋȒǋȖȍȒȭȿɡɧɶȉ ₡ Ǯ֥

ᴀטșǞǭǋȅǠƳ ֥ș ǋǭǋȒǯ ˗
ǵǯǔǲȉ֥ș ǟȒǚǯǓǮǔǱǋǵǮǠƳ
Ǒ ϡǓ ǋȖǘǮǶǱǋȚǮǠ Ǒ֥ɛȩ

ɱǶƲǑ֥ȋЋ ǵβ∆ǲὕὡǓ֗ǺȋǠǋǦ
ȈƲ ўǱ Ǯ ᵎǠȒǵǓ ȅǞǋǮǠƳ
ᾛǜǋ ǒȐ ᴀטș ǪǭǋȒǯƲ ǲ Ǚ
Ȓ ǫǵɟɨɁɆǓ♬ȐȓȅǠƳ

ŪǑ֥ȋǵǰǵˏ ș ǙȒ

ū֥ ȋǑ֥ǵ ǵɨȷȭǓʤǓȒ

Ŭ ȋȢɱɓɩȦɱȴ ȱɫɈǲǒǒȑǲǖǋ
ǲǶƲ ȋȤȢɩȷș ǠȒẏ ǵ

ɓȡɩȽɶǵ̸ ȉ ♅ǮǔȒǚǯǒȐƲ֥ᴀ
ȏȑȉט ᴀטǵ Ǔ ᶅטǵᴀר ǲǒ
ǒȑǲǖǋǯǋǍɟɨɁɆǓǉȒǵǮǠƳ
˔ ǵǦȈǲɜȷȭșǞǭǋǦǯǞǭȉƲǤǵ
ʤǮ֥ᴀטșǞǭǋǦȐƲ ȋȢɱɓɩȦɱ
ȴƲ ḌȱɫɈȤȢɩȷ ǲǒǒȑȋǠǖ
ǱǪǭǞȅǋȅǠƳ

ŭ ǯ˘ ӓ șɎɧɱȷȏǖ֝ȑ ȈȒ
ǦǨǓ ǍᴀטǶƲ ǧǘ̱ǵʴǲ֝ȑ
ȈȓǷ ǋǯǋǍȉǵǮǶǉȑȅǢȚƳ
ǱǣǱȐ șЋ ǵ ǲ ǽǦȈǲǶƲ˘
ӓ ȉⱳ ǧǒȐǮǠƳ

Ůʝ ӓ Ǔ ǲ ȐȓȒ
ᴀטșǞǭǋȒǯƲ҇ ǮƼʝ ӓ
ƽǓ ǜȓǭט ǯʝ ǲ֝ȑ ȅȓȒǵ
Ǯ ȋ ǵ █ș͝ǞȅǠƳ

ů ǋ ʱǺș˔ ǮǔȒ

ŰβȋǒǱ ǨǲǱȒ
ǲ ᴀטșǞǭǋȒǯƲ ǲ ўǱ

ᶿҘȋ ǓǒǒȒǚǯǮƲ ǓѼ ǿǯ
ǞǭǋǔȅǠƳֿ ǲƲ֥ ᶪק ȋ

ǵ ȉ ₡ǲ ȆƲβȋǒǱ Ǩǲ Ǫǭ
ǋǔȅǠƳ
ǑἧǜȚǓ֥ᴀטșǞǭǋȒḹֻǶƲȅǡ
ⱣǜȚǓȋǜǞǖʞᾁǲ șǞǭ ᴀטǿǯ
ǜǢȒȏǍǲǞǭǖǧǜǋƳǤȓǧǘǮ

ᴀטșǮǔȒȏǍǲǱȒḹֻȉǉȑȅǠǓƲǤ
ǵʝ ǮƲǱǒǱǒ ȐǱǋ˗ȉẉǋǮǠƳǯ
ǋǍǵǶƲ֥ᴀטƲ ᴀטǯǋǍǵǶӴǲ֥ǒ
ȐטǪǭǋȒǒ ǒȐטǪǭǋȒǒ ǯǋǍ
ǋǧǘǮǶǱǖǭƲὕǶ֥ᴀטǯ ᴀטǮǶ
ᴀטșǠȒǯǔǲ̓ǪǭǋȒᴀט ǓȅǪǦǖ
ǋȅǠƳ֥ᴀטș ᴀטǲ ǠǯǋǍǚǯǶ
ᴀטǵ ǲ̓ǪǭǋȒᴀט șȪɧɁǯẀǏȒ
ǯǋǍǚǯǱǵǮɆɪɶɉɱȮșǠȒⱳ Ǔǉ
ȑȅǠƳ
► ǶƲἧ͑ǵ ʱǺȋ ǵ ǵ ₡ǲқǏ
ǭƲᴀט ȉ ᵎǮǔȒɜȢȨɔɪȢȷ ș
ǪǭǋȅǠƳᴀטȋỡһƲ ʱǺǮ ǲǱȒ
˗ǓǉȑȅǞǦȐǛ ǖǧǜǋƳ

Ṳ ᾛ ǒǑȑ



質
問今

月
、
福
祉
系
の
専
門
学
校
を
卒

業
し
、
４
月
か
ら
介
護
の
仕
事
に
就

く
の
で
す
が
、
介
護
の
仕
事
で
一
番

大
変
な
こ
と
は
何
で
す
か
？
何
か
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

ま
た
、
一
番
や
り
が
い
を
感
じ
る

瞬
間
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

答
え介

護
の
仕
事
を
始
め
る
方
か
ら
よ

く
聞
か
れ
る
の
が
、
「
介
護
の
仕
事

で
一
番
大
変
な
こ
と
は
何
で
す

か
？
」
と
い
う
質
問
で
す
。
多
く
の

方
は
体
力
面
を
心
配
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
移
乗
や
入
浴
介
助
な
ど
で
体
力

は
使
い
ま
す
が
、
実
際
に
一
番
大
変

な
の
は
〝
気
持
ち
の
部
分
〟
だ
と
思

い
ま
す
。
入
居
者
様
は
人
生
の
大
先

輩
で
あ
り
、
長
い
歴
史
や
誇
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
が
思
う
よ

う
に
身
体
が
動
か
な
い
悔
し
さ
や
、

認
知
症
に
よ
る
不
安
か
ら
強
い
言
葉

を
口
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
も
そ
う
で
し
た
が
、
新
人
の
う
ち

は
戸
惑
っ
た
り
、
落
ち
込
ん
だ
り
す

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
「
命
を
預
か
る
」
と
い
う

責
任
の
重
さ
に
緊
張
す
る
日
々
が
続

き
ま
す
。
し
か
し
、
分
か
ら
な
い
事

は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
先
輩
に
相

談
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

チ
ー
ム
で
支
え
る
仕
事
な
の
で
、
完

璧
を
目
指
す
よ
り
も
、
誠
実
に
向
き

合
う
姿
勢
が
あ
れ
ば
必
ず
成
長
で
き

ま
す
。

次
に
、
一
番
や
り
が
い
を
感
じ
る

瞬
間
は
ど
ん
な
時
か
と
い
う
と
、
や

は
り
、
入
居
者
様
の
笑
顔
が
見
ら
れ

た
時
で
す
。
最
初
は
緊
張
し
て
い
た

新
人
さ
ん
に
対
し
て
、
あ
る
日
ふ
と

「
あ
な
た
が
い
る
と
安
心
す
る

よ
。
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
瞬

間
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
介
護
職
な

ら
で
は
の
喜
び
で
す
。

そ
し
て
、
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が

少
し
ず
つ
出
来
る
よ
う
に
な
る
姿
を

間
近
で
見
ら
れ
る
こ
と
も
大
き
な
や

り
が
い
で
す
。
食
事
が
進
ま
な
か
っ

た
方
が
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
完

食
出
来
た
日
、
無
表
情
だ
っ
た
方
が

笑
っ
て
く
れ
た
日
、
そ
の
一
つ
一
つ

が
自
信
に
な
り
ま
す
。
介
護
は
す
ぐ

に
成
果
が
見
え
る
仕
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
人
の
人
生
に
深
く
関
わ
る

尊
い
仕
事
で
す
。
あ
な
た
の
若
い
力

と
素
直
さ
は
、
必
ず
現
場
の
大
き
な

力
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

̝

ׄ

Ὑ

（
栃
木
県
認
知
症

介
護
指
導
者

庄
司
康
善
）

禁煙への近道

「咳払い」
ṹיּנχ ρΰο ϦϞ ϦϞβή
σςΥấΫϣϦϘβΥʺσΤπϜ σϜχ
ψˮἋᵱ˯ˮᵱ Μ˯πβʻάϦϣψ ⅍
ḆˮCOPD˯χכ σχπβΥʺᴥ Ϟ֫
χδΜρΰο ⁭τ Ϊ♁ϛϣϦσΜά

ρΥϕρϭςπβʻ ‰ χ τ Ψʺὃᴰ
Ḯήϭʺ χ֓ ӻὲήϭʺ ήϭΥά
χCOPDπ Ϭ ρΰοΜϘβʻ τᵱϞᵱ
ΜψựΨτΜϥ θκϬροϜ ᵙτήδοΜ
ϥάρϜ σΨΚϤϘδϭΥʺồΜθάρτṹ
יּנ ψ Ӫ꜡τᵱ ΜϬΰοΜϥϢΞσχ
πβ˂ϠμΨϤ “βϥθϛ ˑτ τḈϦ
οΰϘΜʺᵱΥ θϤ ΥΤϣϭιϤβϥχΥ
χάρτσμοΰϘΞϢΞπβʻΜνϜᵱ
ΜϬΰοΜϥ ʺ ϤτΜϘδϭΤˁ
8 ḧӟ Ψᵱψˮ δΦ˯ρΜμο

COPDχϕΤτϯйиϻ˔τϢϥεϭζΨϞ
Υϭʺ ὫᶋτϜϙϣϦϘβʻάχ δΦχ
ṁ σⱵ ψϜκϧϭỨנπβʻζϦιΪπ
βΩτδΦΥᵠ ΰʺᾦẊΥᶚτσϤ ϜᾚϤ
Ϙβʻ

₈ᵕψἝ ᾉχỨנ ӦԌᵓΥ ΰοΜ
ϥˮꜛ πχỨנ ˯Ϭέ ᵒΰϘβʻ
ϘγψᾚϣβʺὖΨβϥράϧΤϣ
ˢᴥ ꜠ЌНЀψNGˣ
ṍ ϬὨϛοԁṓτỨנβϥ
Κϥ χ ψᶐΈβϥ
ˢ3 ΠϦωᶚτσϥˣ
ᶨОЌ˔рϬ Πϥ

ʾ ῇψβΩτⱦ ΦϞ Ṁ Μ
ʾЀ˔П˔ϞΣ ϬΏΠϥ
ẊΜϞβΜḕẽϬ⌠ϣσΜ
ˢּגοϥʾ ϩσΜʾϜϣϩσΜˣ
ẊΜθΨσμθϣˮ ϩϤχ“ ˯
︣ΨΜΤσΜⱲψˮỨנᵰ ˯ϒ

COPDψ μοΣΨρᾦẊ₉ π θΦϤτ
σμθϤʺ Ϟמ ΥϭχзІϼΥ‰ϘμθϤ
βϥỂϧΰΜ ṓπβʻ ựσ χᵱ Μτ
ᵙισρ◘μθⱲψʺˮϜΰΤΰο˜˯ρễΠ
οΚΫϥρΜΜΤϜΰϦϘδϭϢʻ

ˢⱦᴬ ︣ κϋϧˣ
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事務長の歯っけん、トリビア

ˮ͍͐ᵕ χᾝ ЩжрГϰϯ╥ᴥ˯
͎͕͌͌ ϢϤТϰзСрӺ ЩжрГϰϯτ╥ᴥήδοΜθιΦʺ₈ᵕπ͍͐ᵕ Ϭ Π
Ϙΰθʻ₈ᵕϜ͍͎͌ Ϭ Πϥ╥ᴥּיπβʻ♆ψ ʺ͗ χ Ϭ ΰНІ π╥ᴥּי
χ●ṓϬ‰ϛοΜϘβʻ τʺᾝ πχ ᶤρΜΞρΩϜ σχΥˮּא ˯τσϤϘβʻ
͍͑͌͌ ӟ χּא Ϭ╖Ϥʺ γ╥ᴥּי ԌϬּא τΣήϛʺᶨ ὂϞᵓ χ Ӥṓʺᾝ
χ ˑχḿϭι ḺσςϬ╖ϧΞρ ϛοΜϘβʻ₈ᵕʺᾝ π♆Υ╖μθּא Ϭέ ᵒΰ
ϢΞρ◘ΜϘβʻ

今
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ˢⱧ һ ˣ

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

AM… 29 30 31
午前のみ

3月
日 月 火 水

の予定
休 ○ ○ 休

木

休 ○

金 土

○ ○ ○

○ ○

表示の見方

○…診療

休…休診

往…往診

講…講演

学…学会

勉…勉強

会

休 ○ ○

○ ○ AM

○ AM○ 休 ○ 休 AM

休 ○ AM 休

<診療時間>
午前
午後
日曜

 9:00 ～ 13:00
14:30 ～ 19:00
13:00まで

<往診日>火曜

<休診日>水曜日・祝日

休 ○ ○
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２
月
7
日
～
１
０
日
の
4
日
間
、
今
年
で
第
２
０

回
目
と
な
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
首
都
マ
ニ
ラ
市
近
郊
の

ス
ラ
ム
で
行
わ
れ
た

「
ハ
ロ
ー
ア
ル
ソ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
医
療
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
が
無
事
終
了
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
ご
報
告

し
ま
す
。

皆
様
の
あ
た
た
か
な
ご
支
援
の
お
か
げ
で
今
年
も

素
晴
ら
し
い
活
動
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
の
詳
細
は
来
月
か
ら
当
院
受
付
で

販
売
さ
れ
る
「
現
地
活
動
報
告
集
」
に
全
参
加
者
の

感
想
と
共
に
冊
子
と
な
っ
て
販
売
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
院
内
に
掲
示
し
て
あ
る
「
壁
新
聞
」
も
新
し

く
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
是
非
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
だ
さ
い
ね
。

今
年
も
様
々
な
出
会
い
、
感
動
、
そ
し
て
反
省
が

あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
は
過
去
最
多
と
な
る
２
１
９
２
人
の

方
々
に
治
療
、
支
援
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し

て
ハ
ロ
ア
ル
史
上
初
め
て
と
な
る
「
炊
き
出
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
、
全
高
校
生
に
よ
る
歯
磨
き
指
導
、
ま

た
、
高
校
生
の
時
に
参
加
し
貧
困
の
現
実
と
現
地
の

壮
絶
な
治
療
を
目
の
当
た
り
に
し
、
自
分
の
無
力
さ

に
涙
し
た
高
校
生
が
歯
科
医
師
と
な
っ
て
再
び
ハ
ロ

ア
ル
に
戻
っ
て
私
達
の
仲
間
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
沢
山
の
出
会
い
と
喜
び
の
な
か
２
０
年

間
変
わ
ら
ぬ
ス
ラ
ム
の
貧
富
の
差
。
今
回
は
活
動
エ

リ
ア
周
囲
の
ス
ラ
ム
を
約
１
５
分
間
見
学
を
し
ま
し

た
。
木
材
や
ト
タ
ン
、
む
き
出
し
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
だ
け
の
家
屋
。
ゴ
ミ
や
糞
尿
で
汚

染
さ
れ
た
路
地
。
雨
水
を
大
切
に
大
き
な
タ
ン
ク
に

溜
め
、
何
の
た
め
ら
い
も
無
く
路
上
で
体
を
洗
う
子

供
た
ち
。
初
め
て
見
る
世
界
の
貧
困
の
現
実
に
参
加

者
た
ち
は
言
葉
を
失
い
ま
す
。

ま
た
、
治
療
会
場
で
は
日
本
で
は
決
し
て
抜
か
ず

治
療
が
で
き
る
歯
も
こ
こ
で
は
継
続
的
な
治
療
も
出

来
ず
器
具
や
材
料
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
痛
み
や
感

染
の
強
い
歯
は
全
て
抜
歯
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

補
助
に
つ
く
高
校
生
た
ち
は
患
者
さ
ん
の
頭
を
抑

え
た
り
先
生
の
手
元
を
ラ
イ
ト
で
照
ら
し
た
り
す
る

こ
と
し
か
で
き
ず
、
泣
き
叫
ぶ
子
供
た
ち
の
前
で
た

だ
呆
然
と
す
る
だ
け
で
す
。

私
は
彼
ら
に
言
い
ま
し
た
。
「
こ
の
光
景
を
決
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
君
た
ち
の
未
来
に

必
ず
役
立
て
て
欲
し
い
。
」

そ
ん
な
高
校
生
た
ち
も
「
歯
磨
き
指
導
」
で
は
た

ど
た
ど
し
く
も
現
地
の
言
葉
で
楽
し
く
歯
磨
き
の
や

り
方
、
歯
ブ
ラ
シ
の
持
ち
方
、
歯
の
大
切
さ
を
現
地

の
人
達
に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
当
院
に
1
本
、
ま
た
1
本
と

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
歯
ブ
ラ
シ
や
タ
オ
ル
、
固

形
石
鹼
は
海
を
越
え
、
国
境
を
越
え
、
人
種
を
超
え
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ラ
ム
の
人
達
の
手
に
渡
り
、
沢
山

の
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。裏

面
に
続
き
ま
す

Dr.Ḯ╦ ήϭ
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２
３
年
前
。
ア
ル
ソ
ン
君
と
い
う
１
０
歳
の
小
さ

な
男
の
子
が
現
現
地
統
括
責
任
者

今
西
先
生
の
下

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
彼
は
ま
だ
生
え
た
ば
か
り
の

大
人
の
前
歯
4
本
が
虫
歯
に
よ
り
感
染
を
し
て
い
ま

し
た
。
先
生
は
涙
な
が
ら
に
ア
ル
ソ
ン
君
の
4
本
の

歯
を
抜
き
ま
し
た
。
そ
し
て
も
う
二
度
と
こ
の
よ
う

な
悲
し
い
子
供
た
ち
を
作
ら
せ
な
い
た
め
に
歯
を
守

る
最
も
大
切
な
道
具
「
歯
ブ
ラ
シ
」
を
集
め
、
現
地

に
持
っ
て
い
き
、
「
予
防
」
と
い
う
概
念
を
何
と
か

広
め
、
一
人
で
も
多
く
の
子
供
た
ち
の
笑
顔
を
作
る

た
め
に
彼
が
初
め
て
出
会
っ
た
男
の
子
、
ア
ル
ソ
ン

君
の
名
前
を
と
り
、
こ
の
「
ハ
ロ
ー
ア
ル
ソ
ン
」

（
通
称
ハ
ロ
ア
ル
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
２
０
年
。
私
が
団
長
と
な
り
１
８
年
が

経
過
し
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
私
が
頑
張
れ
た
の
は
間
違
い
な
く
皆
さ

ん
の
お
力
添
え
の
お
か
げ
で
す
。
毎
日
の
よ
う
に
誰

か
が
物
資
を
持
っ
て
き
て
下
さ
り
、
３
０
件
を
超
え

る
お
店
や
企
業
の
方
々
が
募
金
箱
設
置
店
と
な
っ
て

下
さ
り
、
沢
山
の
方
が
大
切
な
お
金
を
募
金
し
て
下

さ
り
ま
す
。
ま
た
全
国
か
ら
は
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て
物
資

が
届
け
ら
れ
、
地
域
の
子
供
た
ち
は
授
業
や
生
徒
会

な
ど
で
ハ
ロ
ア
ル
を
取
り
上
げ
学
校
単
位
で
物
資
を

集
め
て
下
さ
い
ま
す
。

私
は
現
地
へ
行
き
「
医
療
」
と
い
う
形
で
社
会
的

弱
者
と
呼
ば
れ
る
方
々
に
無
償
の
治
療
を
行
い
ま
す
。

正
直
、
周
り
の
皆
さ
ん
は
こ
の
事
に
大
変
な
評
価
を

し
て
下
さ
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
。

皆
さ
ん
お
一
人
、
お
一
人
が
ご
自
分
に
で
き
る
こ
と
、

何
か
の
ご
縁
で
こ
の
活
動
を
知
り
、
こ
の
悲
し
い
現

実
を
素
通
り
せ
ず
立
ち
止
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら

こ
そ
私
の
今
が
あ
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か

な
ご
理
解
が
私
の
背
中
を
支
え
る
原
動
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
、
世
界
で
は
未
だ
戦
争
や
紛
争
、
差
別
や
偏
見

に
よ
っ
て
沢
山
の
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
星

に
住
み
、
同
じ
人
間
同
士
が
争
い
傷
つ
け
合
い
奪
い

合
う
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
愚
か
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
、
世
界
は
平
和
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
人
間
は
本
当
に
一
つ
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
そ
の
答
え
を
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
世
界
が

平
和
に
な
る
た
め
の
答
え
。
そ
れ
は
皆
さ
ん
で
す
。

皆
さ
ん
が
歯
ブ
ラ
シ
を
協
力
し
よ
う
と
思
っ
て
く
だ

さ
っ
た
「
誰
か
の
た
め
に
」
と
い
う
気
持
ち
。
ス
ラ

ム
の
現
状
を
知
り
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

一
歩
踏
み
出
し
て
下
さ
っ
た
勇
気
。
私
達
は
こ
れ
を

「
愛
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
世
界
が
平
和
に
な
る
答

え
。
そ
れ
は
「
愛
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が
２
０
年
間
紡
ぎ
続
け

て
く
だ
さ
っ
た
「
愛
」
を
誠
心
誠
意
現
地
の
人
達
へ

届
け
、
一
人
で
も
多
く
の
子
供
た
ち
の
笑
顔
の
た
め

に
活
動
を
し
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
日
本
で
私
を
い

つ
も
支
え
て
下
さ
る
皆
さ
ん
の
お
口
の
健
康
の
た
め

に
歯
科
医
師
と
し
て
人
生
を
懸
け
て
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

来
年
も
た
っ
た
１
本
の
歯
ブ
ラ
シ
さ
え
も
買
え
な

い
子
供
た
ち
の
も
と
へ
行
っ
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

皆
さ
ん
末
永
い
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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